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一
　 「子宮頸癌 取扱 い規 約］の 初版 （1日規 約）は 1987年 に出版 さ れたが 、こ れ は｝970年の

FIGO 臨床 進行期 分類 と 1975年の WHO 腫瘍組 織分 類 に基づ い た もの で あ っ た ，　 FIGO
は 1994年の モ ン トリオ ールの 総会で 子宮 頸癌進 行期分類の 改定を行 っ た

1
，また，同年に

WHO は 19年ぶ りに
“

女性性器腫瘍の 組織分類
”

の 改訂版 を発行 しだ ．これ らの 動向を

受 けて 日本産科婦人科学衾腫瘍委員fiZfは、　 FIGO の 新 しい 子宮頸癌進行期分類を採用 す

るこ とを決定 して、臼本病理学会 ・日本 医学放射線学会 と共同で 「子宮頸癌取扱い規約」

の 改訂作業 に取りかか り、改訂第 2版 （新規約）は1997年 1G月 に発刊された
y 、

　改訂の ポ イン トは、頸癌 1期の 進行期分類が変わ っ たことと，頸癌の 病理 学的組 織分類

と診断基準が変わ っ た こ とである，本稿で は，主 にこの 2点 につ bZ
’
解説す る．

P −
　 1．進行期分類

　表 1に 新規約の 臨床進行期分類 を示 した．1日規約 と異な っ （ い るの は 1期 の 内 容だ け

であ り、0期と fi〜 W 期の 定義は同 じで ある，

　 FIGO 分類で 1期が Ia 期 と Ib 期 に細分類されたの は1961年 であ る，その 時 に Ia 期

は 「初期間質内浸潤例 （臨 床前癌）」、 Ib 期 は 「その 他すべ ての 頸部に 限局する癌」と定

義された，また，FIGO は 1970ffに 工a 期を 「組織学的に微小瀁潤癌 （初期間質内浸潤癌）

が確認されたもの 」と し，更に Ib 期
”
occ

”
が設 けられた，これが旧規約 に採用されτ

いた 国際臨 床進 行期分類で あ っ た．

　しか し，FIGO が Ia 期の 明確な病理学的診断墓準を示さなか っ たの で 、研 究者 に より

浸潤 の深さ が lmm ，3mm あ るいは5mm まで を Ia 期 とする とい っ た混 乱 した状態が続

い た．1974年 に米 国の Socjety　of　GynecologicOncOloglsts （SGO ） は，f”Ai閏の 深

さが 3mrn 以内で 、脈管侵襲の な い もの を 工a 期 とす る1 と し、以後 ，この 定 義を使用 し

て きた．

　わが 国で は，日産婦と日本病理学会が共同で Ia 期検討委員会を設 け、 1978年 に 「Ia

期分類基準 亅を停成 し，これが 旧 規約の Ia 期と して 1979年症例 より適用 さ れてきた

　FIGO は1985年 に Ia 期を Ial 期と Ia2 期 に細分類 し，　 Ia1 期 は 「極小 間質浸潤 を示

す もの j、 工a2 期は 「微小癌で浸潤の 深さが5mm 以内 i 縦軸方 向の 広が りが7mm を こえ

ない もの 」とした，こ こに初めて Ia 期の 診断に計測が 導入された， しか し、この Ia 期

分類は、 Ia1 期と Ia2期との 境界が不明確で ある、浸潤が 5mm の 深さ まで を Ia 期とす

ると リンパ 節転移の 可 能性もあり，この 分類は治療の 指針にならな い，などとい っ た理由

で、1ヨ産婦でも SGO で も採用されなか っ た ，

　この ような経 緯もあ り FIGO の 腫 瘍委 員会で は、頸癌進行期全体の 見直 しを行 うこ と

（

へ
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（表 1）臨床進行期 分類 （日産婦 1997年 ， FIGO　1994 年）

A

il注 1∴ FIGO分類の 0 期 に は 上 皮内癌と CIN3 が 併記 し て あ る．

：注 2） 浸潤 の 深さにつ い て FIGO 分 類 で は腺上皮 の 基底驥か らの 計測 も 併記 さ れ て い る．

｛

に した ，そ して 1994年の モ ン トリオールの 総会 で頸癌の la 期、 工b 期分 類 を表 1に示

すように 改定した ，

　新規約 では， Ia 期 は組織学 的 にの み 診断 で きる浸潤癌で ，間質浸潤の 深さが 5mm 以

内で ，縦軸方向の 広が りが 7mm をこ えな いもの とすると定義されてい る ，脈 管侵 襲が あ っ

C も進行期 は変更されない ，

　そ して ，間質浸潤の 深 さが 3mm 以内で ，広が りが7mm をこ え ない もの を Ia1 期と し．

間質浸潤の 深 さが 3mm をこ えるが 5mm 以内で ，広が りが7mm をこえない もの を Ia2 期

と定義 して い る （表 1）、

　この Ia 期 分類 がわが 国 で ，また SGO で も採用さ れる ように な っ た理 由は ，新 しい

FIGO の 工al 期分 類がわ が国の Ia 期分類墨準や SGO の基準に ほぼ一致す るようにな っ

たため であ る，

　 Ib 期に つ いて は t 子宮 に限局 した癌で あ っ て も1cm 以下 の 小さな 病巣か ら r　 5〜 6cm

以上の 大きな病変 までが含 まれて お り，それぞ れ で 予後が大 き く違 う．1cm 以 下で あれ

ば90％以上が 5年生存す るが、4cm 以上 の 病巣 になる と 5年生 存率 は50〜60％程度に 低

下 する ，

　したが っ て ， Ib 期 を細分類すべ きで あ るとの 惷 見 は 以前か らあ っ た、既に 1958年 に

Blaikleyや Kottmeier　et 　al、は，腫 瘍 径 が 1cm 以 下 で あ れ ば IA 期 、1〜5cm は IB
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期，5cm 以 上 で あ れは IC 期 と す ぺ き て

あ る と提言 してrい る 　また，Gusberg は

1983年の Gynecologic　 Oncology の

Edltorlalで 腫 瘍径が 25cm 以 上 の 1期 癌

は IC 期 と しC 区 別 す へ き で あ る と 述ぺ

て い る

　 今回 の 新規約 で は、 Ib 期 の 大 枠 に変 化

はな い が、 Ib1 期 と lb2 期 に細 分 類 さ れ

た （表 1）　 Ib1 期 は 病 巣 が4cm 以 内 の

もの ，
Ib2 期は 病巣 が4cm を こ え る もの

と 定 義 さ れた 　そ して ，旧 規 約の Ib 期
”

OCC
’

は省 かれた　腫 瘍径の 測定 は臨床

的 に行 うこ とにな っ て い る

　 2 その 他の 臨床的事項

　 リンパ 節 の 部 位 と名称で は，特 に変わ り

はないが 日本癌治 療 学会に よる リンパ 節番

号がふ られて，傍 大 動脈 1丿ンパ節か細 分類

して記載されて いる

　診断法 で は，細胞診 を「日母 分類」に従 っ

て 報告す る こ とは以 前 と変わ りない が ，最

近 欧米て 採用 されつ つ あ る 「ベ セスダシス

テム 」 につ し、て 言 及 され て い る

　コ ル ポス コ ピー
の項 で は，日本婦人科病

理 コ ル ポ ス コ ピ ー
＃会 が 1992年 7月 よ

り採用 して い る 「新 コ ル ポ ス コ ピー
用 語 」

に凖拠 して所 見を 記載する こ と にな っ て い

る

　新 規 約 の 病理 学的 組 繖 分 類 と診 断基準

は，WHO の 新 しい 腫 瘍 組 織 分 類
2’
に 従 う

こ とを原則 と して 改訂 された　これ は大幅

な変更 で、その 詳細 に 触れる余裕 はな い が，

主 たる 改訂点てあ る 「上 皮性腫瘍と関連病

変 」の 新 旧取 扱 い 規 約 の 対 比 を 表 2に

示 した

（表 2）「上 皮性 腫 瘍と関連病変」の 新規約 と

　 　 　旧 規約 の 対比

臻
靆

轢
糴
鑾
戀
攤

　1巳規 約で は異形成 （軽 度 ，中 等厦，高度 ） と上 皮内 癌とか 同格の 疾患単 位と して 扱われ
て いた 　しか し．最近 欧米で は異 形成と上皮 内癌 を一運の病変，す な わち子 宮頸部 上皮 内
腫 瘍　cervical 　intraeprthelial 　neoplasFa （CIN）と して 扱 う CIN 分類が 用 い られて いる
これ を 反映 して ，新規約 て は異 形成 　上 皮 内癌分類 と CIN 分 類 とか併記さ れ て い る （表
2 ） また ，新規約で は HPV 感 染 に よる細 胞 異 型 で あ る コ イ ロ サ イ ト

ー
シ ス も 軽度異形

成 に含 まれる こ とにな っ て い るため に，軽 度異 形成の 範 囲 が よ り広 くな っ た こ とに は注意
すべ きである
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（

　微小浸潤扁平上皮癌は、前述 したように計測法の 変更に 伴い 定義が変わ っ て い る、

　扁平 上皮癌 は、IB規約では a ）角化 型，　 b）大細 胞非 角化 型，　 c ）小緇胞非角化型に分

類され て いたが、新規約で は a＞角化型、b）非 角化型 に二 分される こ ととな っ た．小細

胞非角 化型の 大部 分は 非角化 型に分類され t 神経 分泌顆粒を有するもの な どは小細胞癌と

して
’
別 に分類され るこ とにな っ た （表 2）．

　扁平上皮癌に は以上の ほか に頻度 は低 いが ，疣 （いぼ）状癌，コ ン ジ囗
一

マ 様癌，乳頭

状扁平上皮癌，リンパ 上皮腫 様癌，の 四つ の 特殊 型があ げられzrいる，

　微小浸潤腺癌につ い
一
ごは国際的に統

一
した 定義 がなく，WHO の 新 しい腫瘍組 織分類 に

もまだ記 載されて い ない
1
，わが 国で は独 自の 微小浸潤腺癌の 定義 を定 めて 旧規 約 に取 り

入れたが，新規約で もこ れを踏襲するこ ととな っ た，

　腺癌で は ，旧規約で内頸部型腺癌と呼ばれ た一般的な頸 部腺癌の 定 義と名称 が大き く変

更され た （表 2 ），新規約で は、従来の 内頸部 型腺癌が粘 液性 腺癌 と名称変更され て 「細

胞内粘液を含む腺癌」と して
一

括された，そ し（ ，その 構成細胞の 特徴に より内頸部型と

腸型 とに分類されるこ ととな っ た ．

一
　 「子宮頸癌 取扱い規 約 ・改訂第 2 版PIの 主 な改 訂 ポイ ン トで あ る i 工期 の定義の 変更

と病理学的組戳分類と診断基準の変更の 要点，につ いて 概説 した
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